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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 鋼 は 、 耐 食 性 を 付 与 す る た め に ８ ～ ３ ５ 重 量 ％ の Ｃ ｒ を 含 ん で い る 。 Ｃ ｒ 含 有 量
が ８ 重 量 ％ を 下 回 る と 、 Ｃ ｒ 添 加 に よ る 防 食 効 果 が 低 減 す る 。 し か し 、 ３ ５ 重 量 ％ を 超 え
る 過 剰 量 の Ｃ ｒ が 含 ま れ る と 、 熱 間 加 工 性 が 低 下 し 、 製 造 コ ス ト の 上 昇 を 招 く 。
　 Ｔ ｉ ， Ｎ ｂ ， Ｚ ｒ ， Ｖ ， Ｗ 等 は 、 炭 化 物 の 総 析 出 量 が 重 量 ％ 以 上 と な る よ う に 少
な く と も １ 種 が ０ ． ０ ５ ～ ３ ． ０ 重 量 ％ 添 加 さ れ る 。 炭 化 物 総 析 出 量 重 量 ％ 以 上 は
、 後 述 す る 実 施 例 で も 説 明 し て い る よ う に 、 耐 摩 耗 性 に 及 ぼ す 析 出 炭 化 物 の 影 響 調 査 か ら
見 出 さ れ た 臨 界 値 で あ り 、 ０ ． １ 重 量 ％ 以 上 の 総 析 出 量 を 確 保 す る こ と に よ り 炭 化 物 の な
い 鋼 材 に 比 較 し て 格 段 に 優 れ た 耐 摩 耗 性 が 得 ら れ る 。 Ｔ ｉ ， Ｎ ｂ ， Ｚ ｒ ， Ｖ ， Ｗ 等 の 添 加
量 を ０ ． ０ ５ 重 量 ％ 以 上 に 設 定 す る と き 、 マ ト リ ッ ク ス に 分 散 析 出 し た 炭 化 物 の 総 析 出 量
が 重 量 ％ 以 上 に な る 。 し か し 、 Ｔ ｉ ， Ｎ ｂ ， Ｚ ｒ ， Ｖ ， Ｗ 等 の 成 分 は 、 溶 製 時 の 湯
流 れ 性 の 低 下 ， 金 属 間 化 合 物 生 成 に よ る 靭 性 の 低 下 ， 素 材 コ ス ト の 上 昇 等 の た め 、 上 限 を
３ ． ０ 重 量 ％ に 設 定 し た 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 鋼 は 、 ア ブ レ ッ シ ブ な 摩 耗 の 原 因 で あ る ア ル ミ ナ ， 炭 化
ケ イ 素 等 の 硬 質 粒 子 と ほ ぼ 同 じ 硬 さ の Ｔ ｉ ， Ｎ ｂ ， Ｚ ｒ ， Ｖ ， Ｗ 等 の 炭 化 物 を 総 析 出 量

重 量 ％ 以 上 の 割 合 で マ ト リ ッ ク ス に 分 散 析 出 さ せ る こ と に よ り 、 焼 入 れ に よ る 組 織 強
化 材 や 冷 間 加 工 等 に よ る 加 工 強 化 材 に 比 較 し て 格 段 に 優 れ た 耐 摩 耗 性 が 付 与 さ れ て い る 。
そ の た め 、 織 機 類 の 部 材 ， 縫 針 ， 草 刈 り 歯 等 の 農 業 用 機 器 ， 刃 物 類 等 と し て 使 用 す る と き
、 寿 命 の 長 い 各 種 機 械 器 具 が 得 ら れ る 。
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